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小惑星探査「はやぶさ 2」（小惑星Ryugu）と「DART」（小惑星Dimorphos）
において衝突実験が行われ，放出された粒子の空間分布が観測された．はやぶさ
２と DART の放出物の空間分布のパターンはどちらもフィラメント状で，放出
物カーテン全体におよぶ大規模なパターンであった．室内実験からは，サイズが
大きく異なる二種類混合の粒子で標的が構成されているときに，このようなフ
ィラメント状のパターンが形成されることが示されている．はやぶさ２では，放
出された粒子は大きな～１ｍの岩塊と特徴的サイズが数ｃｍの小粒子で構成さ
れていた．これは二種類混合とみなすことができ，室内実験の結果と調和的であ
る．一方，Ryugu で形成されたクレーター内部（すなわちRyugu 下層）の岩塊
サイズ分布はRyugu 表面のサイズ分布とは異なっていたが，放出された粒子の
サイズ分布と似ていた．衝突で発生した掘削流により主に下層の物質が放出物
カーテンを形成したと考えられる． 

また，DART で放出された粒子のサイズ分布も Ryugu のクレーター内部のサ
イズ分布と似ていた．DART の放出粒子も二種類混合であるとすれば観測され
た放出物の空間パターンと矛盾しない．Dimorphos 表層の粒子サイズ分布はこ
の放出物のサイズ分布と似ていないので，はやぶさ２同様 DART でも放出物の
主な由来は下層物質であると考えると， Dimorphos の下層もRyugu 下層と同
様に二種類混合であると考えられる． 

Dimorphos 下層のサイズ分布はまだ観測されていないが，2026 年末に
Dimorphos に到着する Hera 探査機が DART によって形成されたクレーター
内部の岩塊サイズ分布を調べれば，このことが確認できるはずである． 

 

 


